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ず
れ
も
５
０
０
㍍
だ
っ
た
。

　

壁か
べ

を
乗
り
越こ

え
た
要
因
は
、

巧た
く

み
な
ス
ケ
ー
テ
ィ
ン
グ
技
術

だ
。
ジ
ュ
ニ
ア
時
代
の
指
導
者

は
「
着
地
し
た
と
き
に
氷
と
の

間
の
摩ま

擦さ
つ

が
少
な
く
、
前
に
進

む
。
瞬

し
ゅ
ん

間か
ん

的
に
力
を
入
れ
る
の

も
う
ま
い
」
と
天
性
の
能
力
を

指し

摘て
き

す
る
。
１
歩
で
進
む
距
離

が
長
い
分
、
体
力
を
消

し
ょ
う

耗も
う

せ

ず
、
１
周
４
０
０
㍍
の
ラ
ッ
プ

タ
イ
ム
が
後
半
で
も
大
き
く
落

ち
な
い
と
い
う
。

　

も
ち
ろ
ん
、
高
木
は
才
能
に

甘あ
ま

え
ず
、
時
間
を
か
け
て
自
身

を
「
改
造
」
し
た
。

　

平
昌
五
輪
後
の
４
年
間
で
、

ス
ピ
ー
ド
勝
負
の
５
０
０
㍍
を

強
化
す
る
一
方
、
長
距
離
の
３ 

０
０
０
㍍
に
も
取
り
組
ん
だ
。

専
門
種
目
を
絞し

ぼ

る
よ
う
促

う
な
が

さ
れ

て
も
、
多
く
の
種
目
を
滑す

べ

る
こ

と
で
全
て
が
速
く
な
る
と
い
う

信
念
を
抱い

だ

い
て
い
た
。

　

抜ば
つ

群ぐ
ん

の
ス
タ
ー
ト
か
ら
加
速

す
る
と
、
高
木
は
呼
吸
も
忘
れ

た
か
の
よ
う
に
飛
ば
し
た
。
「
最

後
に
自
分
の
全
て
を
出
し
切
る

こ
と
が
で
き
た
」
。
五
輪
新
記

録
を
マ
ー
ク
し
、
何
度
も
右み

ぎ

腕う
で

を
突つ

き
上
げ
た
。

　

１
０
０
０
㍍
の
金
メ
ダ
ル
は

日
本
勢
で
初
。
欧お

う

米べ
い

選
手
に
比

べ
て
小こ

柄が
ら

な
日
本
選
手
は
歩ほ

幅は
ば

で
及お

よ

ば
ず
、
距き

ょ

離り

が
長
く
な
れ

ば
不
利
に
な
る
。
過
去
の
五
輪

で
優
勝
し
た
日
本
選
手
は
、
い

3 	傍
ぼ う

線
せ ん

部「挑
ちょう

戦
せ ん

が正しかったことを証明した」とありますが、記者が「正しかった」と表現し
ているのは、高木選手のどのような考え方ですか。３５～４０字で抜き出しましょう。

2 	図「女子１０００メートルの経過」は、文中のどのようなことを表していますか。最も適切なものを選び、
番号を書きましょう。

　

北
京
冬
季
五
輪
の
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
女
子
１
０
０
０

㍍
で
、
高
木
美
帆
（
27
）
が
金
メ
ダ
ル
に
輝

か
が
や

い
た
。
前
回

の
平

ピ
ョ
ン

昌
チ
ャ
ン

大
会
で
の
団
体
種
目
に
続
く
２
個
目
の
金
。
五
輪

で
獲か

く

得と
く

し
た
メ
ダ
ル
は
今
大
会
４
個
、
通
算
で
は
７
個
と

な
り
、
日
本
女
子
の
最
多
記
録
を
塗ぬ

り
か
え
た
。

1 	高木選手が五輪で獲得したメダルの数を表にまとめました。
空
く う

欄
ら ん

にあてはまる数字を書きましょう。

　

今
大
会
は
５
種
目
、
計
７
レ

ー
ス
に
臨
ん
だ
。
距
離
も
違ち

が

え

ば
、
団
体
種
目
も
あ
り
、
練
習

方
法
も
異
な
る
。
ピ
ー
ク
を
合

わ
せ
る
の
が
容
易
で
な
い
中
、

３
種
目
で
銀
メ
ダ
ル
。
唯ゆ

い

一い
つ

メ

ダ
ル
に
届
か
な
か
っ
た
３
０
０ 

０
㍍
で
も
６
位
入
賞
し
、
大
舞ぶ

台た
い

最
後
の
出
番
で
頂
点
に
立
っ

た
。
全
て
で
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ

ル
の
力
を
示
し
、
挑
戦
が
正
し

か
っ
た
こ
と
を
証
明
し
た
。

美帆 万能の女王

①	高木選手は２００、６００メートルで金銀メダルを１つずつ獲得した事実
②	日本選手は欧米選手に比べ、距離が長くなれば不利になるという分

ぶ ん

析
せ き

③	高木選手は後半でも大きくラップタイムが落ちない、という恩師の指摘
④	抜群のスタートから加速し、最後までトップで逃

に

げ切ったレース展開

金 銀 銅
2018
平昌五輪 1

2022
北京五輪

五
輪
新
で
金
メ
ダ
ル

35 40



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

「前回平昌大会での団体種目に続く２個目の金」から、金メダルは前回と今回

で１つずつとわかります。後半に「３種目で銀メダル」とあるので今大会の銀メダ

ルは３個ですね。残りは「今大会４個、通算７個」のヒントから埋まります。 

図からは、高木選手のラップタイ

ムが、ほかの選手と比べて落ちて

いないことがわかります。 

  ＜解答編＞ 

 

 

 

 

 

高木選手は、どのような考

えを持って、多くの種目で

結果を出したのか、を読み

取りましょう。 

  １  ３  ０       

 

 

 

  １  １       

 

 

 

  専門種目を絞るよう促されても、       

 

 

 

  多くの種目を滑ることで全てが速       

 

 

 

  くなるという信念       

 

 

 

③ 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

読んでみよう！ 

◆ミー太郎のおすすめ記事 

 

 

 

 

 

 

 

（２０１８年２月１３日 

読売新聞朝刊より） 

高木選手にとっては、４年前の悔しさも、金メダルの原動力だったのですね。 

中学３年で五輪に初出場してから、１２年。 

長いと感じますか。短いと感じますか。 


